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、自らを戒むる声を有す
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。専制にして非自由な
4 4 4 4 4 4 4 4 4
る露国が此の如く自由と個人主義唱道する詩人天才を出すはこれ彌々露国の偉大なるを示
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
して余りあり
4 4 4 4 4 4
。詩人天才の声はこれ人生最高の心霊の活動也
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。心霊の活動する処其地其人
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
必や偉大必や強し












4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。故に霊なき国
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。自世界の勢力と称して
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、虚栄讃美に酔ふの人は世
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。嗚呼若し吾人長く我
4 4 4 4 4 4 4 4 4
国語によりて
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、吾人は寧ろ亡国の民となり
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、東海を蹈























































　（₇） 宋炳輝「従中俄文学交往看魯迅「狂人日記」的現代意義 ─ 兼與果戈理同名小説比較」、上海：
上海外国語大学、中国比較文学学会『中国比較文学』季刊、₂₀₁₄年第４期、第₁₃₃頁。
　（₈） この方面では、Marián Gálik が素晴らしいスタートを切った。彼は原著の閲読を通じて、ガル
シン「四日」「紅花」とアンドレーエフの「噓」「沈黙」『我が記録』等の資料と魯迅の「狂人日
記」を比較し後者が成立した原因を暗示する資料を提供し、後、中国語訳で展開したガルシン、
アンドレーエフ等により「狂人日記」と比較した。前出 Marián Gálik の論文を参照。












































































































































































（₁₁₇） 張宇飛「一個新材源的発見 ─ 関於魯迅「摩羅詩力說」中的「凱羅連珂」」、北京：『魯迅研究月
刊』₂₀₂₀年第１期参照。
（₁₁₈） 前出周作人「関於魯迅之二」、第128頁。
（₁₁₉） 中島長文『ふくろうの声　魯迅の近代』、東京：平凡社、₂₀₀₁年、第₂₀頁。
（₁₂₀） 齋藤野の人「國家と詩人」、『帝國文學』第九巻第六号、明治三十六（₁₉₀₃）年六月。野の人と
魯迅の関係について、以下の文献を参照した。伊藤虎丸、松永正義「明治三〇年代文学と魯
迅：ナショナリズムをめぐって」（『日本文学』₂₉巻６号、₁₉₈₀）、伊藤虎丸『魯迅と日本人：ア
ジアの近代と「個」の思想』（朝日新聞社、₁₉₈₃）、清水賢一郎「国家と詩人：魯迅と明治のイ
プセン」（『東洋文化』₇₄号、東京大学東洋文化研究所、₁₉₉₄）、中島長文『ふくろうの声：魯迅
の近代』（平凡社、₂₀₀₁）。
（₁₂₁） 前出魯迅『墳・「文化偏至論」』、第₈₅頁。
（₁₂₂） 前出魯迅『墳・「摩羅詩力説」』、第₁₀₁頁。
（₁₂₃） 魯迅「『野草』・希望」、『魯迅全集』第３巻、第₃₀頁。
（₁₂₄） 前出魯迅「『中国新文学大系』・「小説二集」序」、第₂₇₃頁。
〔付記〕
　本論は₂₀₂₀年１月７日中国社会科学院文学研究所の招請で同題の報告を行った上で完成した
ものであり、佛教大学₂₀₁₉年度海外研修の成果の一つでもある。文学所及び佛教大学の関係各
位に衷心より感謝申し上げる。
 （り　とうぼく　中国学科）
 ₂₀₂₀年₁₁月₁₆日受理
